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デザイ ン管理について

(企業デザインの理念について)

古 沢 正 流'

序

「IDは ビジネスである」 と単純に定義づけることは出来ないが、現代社会

の激 しい企業活動の渦が生み出す物質文明の側面 より捉 えるか ぎり、 「IDも

ビジネスである」 とは云 えよう。

現在IDの 世界では、1め の 「有効性」 について盛んに論議がかわされてい

るが、ともか くIDを 取 り巻 く客観状勢は、IDの 志向する理念如何 にかかわ

らず、時々刻々変化 して行 きつつあり、企業活動の果す社会的役割が変化すれ

ばする程、IDが 単 に文化運動的姿勢だけでは捉 え得ぬ時点 に来ていることも

た しかである。

私の立場はIDの 中でも、流行の最も激 しい一耐久消費材 「扇風機」の企業

内デザイナーであるが、世間でジャーナリステ ィックに取 り上げ られる 「デザ

イン」 とは異 る、現実の生産の立場 で、企業 とデザインの関係 を中心に、デザ

インの管理、又その背景となるID活 動の理念 について、日頃考えていること

の一端 を述べ、読者諸兄の批判 を仰 ぎ%い 。

(一)企 業 活 動 の 指 向 す る もの

まずデザイナーとして、特にアウ トサイダー的立場で現代企業の実態を畢 え
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ることは、概念的には非常に簡単なことであり、資本主義経済や消費経済のか

らくりについては現実の生活に於て我々はいやと云 ラ程実感 として思い知 らさ

れている。生産性の増大、所得水準の上昇、それにともなう諸物価の値上 り、

商品の氾濫……、そして、他に先んずるため、より刺戟の強いものへと企業活

動 は展 開する。その姿はまさにダイナ ミジクであり、あらゆ る生産戦略、販売

戦略、更 に資本戦略 を駆使 し、流通過程 をのみ込み、市場細分化 により次々と

新市場 を創造 して行 く。10年 前の我々の生活状態 と今とを比較すればこれは明

らかなことである。10年 前に我々は現在の学生がこれ程ヘアー ドライヤーを使

う習慣 を持つとは思いもよらなかったし、舶来の清涼飲料水が、日本人の嗜好

性 をこれ程完全に征服 してしまうとは想像 もしなかった。

しかしこれ らの現象 も、実は、人間性の 自然にお もむ くところであ り、人間

の無限に続 く欲望の展 開された姿に他ならない。日本経済の近代化は、その自

然の流れに従い、生理 的、物理的快適性を満足 させ る衣食を生産する農業や繊

維工業の段階か ら、家庭電化製品や自動車の代表す る耐久消 費材産業へ と移行

し、より心理的、文化的快適性へ と進展 し、更 に今後はサー ビス産業や情報産

業等の高度な専門的産業への展開を指向 しつつある。

一方企業その ものの体質はコンピューターを初めとする諸々の技術革新 によ

り、日進月歩で合理化、高能率化が推進 され、労働力の不足等 も乗 り越 えて、

ますます その体質は強化 されて行 きつつある。更にこれを企業組織の面より捉

えるならば、これ も又非常に流動的姿で変貌 して行 く。かってのお役所的中央

集権の組織型態から、生産財品種単位の利益責任単位 としての事業部制度へ変

化 し、よ り細 く、責任単位を追求することを目的に、従来の予算制度とは全 く

異 るバゼッhシ ステムが導入され、下部組織に至るまで、原価 を追求する網の

目がは りめ ぐらされる。そしてその一挙手一投足は、対内的にも、対外的にも

「MIS」 と称 される新 しい情報システムによ り、即座に トップに伝達 され、

逆にフ ィー ドバ ックされて来 る。問題点や、ロスのある場合には即刻改良 され
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組織 も変動 す る。

その結果 、組織 は常 に細胞 分裂 の如 く、離 れて は新 しく結合 され、拡 大 され

て行 く。 そ して企業 の意志決定 は時 にはマ クナマ ラ式経 営戦法 によ り、又時 に

は、強烈 な一経 営者 の個性 によって、よ り高度 な次元 で展 開 されて行 ぐ。 これ

らの事情 は多 かれ少 なかれ大方の企業 が指 向 しつつ あ る実態 で あ り、 この よ う

に提 えるか ぎり、企業活動 はバ イタ リテ ィーに満 ちあふ れて いること を何人 も

否定 す ることは出来 ない。

しか し、 この よ うに、企業 が如何 に利益追求至上 の有機体 で あるにせ よ、同

時 にそ こには何 ん らかの形 で、企 業 それ ぞれ力梱 性 を持 ち、社 会的倫 理感 を持

って い ることも否定 は出来 ないであろ う。我々 はこの点 につ いて過小 評価す る

ことは極 めて簡 単 であ るが、 む しろこれに対 し如何 に深 く堀 り下 げ るかによ っ

て、 それ ぞれ の立 場 が明確 に な り、 問題解 決へ の共通 の次元 に立 て るよ うに思

う。

例 えば、 ラ ジオ と云 う商品は、実 は 「放送」 と云 う機能 を、冷蔵 庫 は、「食品

を冷 す」 と云 う機能 、又更 に それ によ り、「よ り快適 な生活 の機 能」 をお客 に売

ってい るわけで あ り、 その次 元では、製 晶の実際 の形態 は存 在 しない。存 在す

るの はそ う云 った機能 を作 る と云 う企 業の理 念や思想 が あ るのみで、製 品はむ

しろその理念 の具体化 され た手段 であ ると見た方 がよい。

企業 はその機能 を売 って利益 をあげ るこ とが先行す るか、・又逆 に機 能 を作 る

理 念が先行す るか は即 断出来 ない。何故 な ら、企 業の活動 は、 とどま ることな

く、永遠 に廻転 しつづ け ることを宿命 と してい るか らであ る。

ともか く、企 業は その理 念 をあ らゆ る方法 で展 開 し、 自己主 張す るもの であ

り、又逆 に社会 的 には あ らゆ る角度 か ら、 その展 開の姿 を淘汰 され る。 その製

品が単 に売れ る、 売れ ない と云 った次元で な く、 もつと総合 的 な企業 活動 の意

志 に対 して、評 価 され ると云 って よい。従 って、 デザ イ ンに関 して も、 その関

係 は企業意志 の総合 的 な立場 か ら:捉えて行 く必要 があ り、 デザ イ ンの 有効1生 に
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ついての基準 もその企 業意志の理 解度 によ って測定 され得 ると云 って よい。

(二)IDの 現 状

'先 に述 べ た よ うに我 々の周囲 は極 めて ダイナ ミ
ックに変貌 しつ つ あ り、 その

間 にあって、我 々IDは どう云 う位置 にあ るだ ろ う。

IDの 社会 的立場 につ いては、私の よ うな企 業の利益 代表的立場 、又、企業

内又は企業外 にあ って、消 費者的客観性 をと り得 る立場 、更 に、社会 に於 け る

デザ イ ンの理 想的推進 者 の立場等 に大 きく分類 され るだ ろ うが、少 くと もそれ

ぞれの立場 で、IDが 戦后誕生 した新 しい職 能 として、 それ ぞれの立場 で理 念

をかかげ、今 日に至 るまで、まさに献身 的 にや って来 た と云 える し、又、 それ

ぞれの分野 を確 立 した とも云 えよ う。 もはや昨今の 商品 で、デザ イナー の手 を

経て いない商 品 を探 し出す ことは非常 に困難 で あ るし、 その水準 も向上 してい

る。又 デザ イナー の数 に於 て も、世 界有数 の デザ イ ン国 であ り、外国 に対 して

この面 では決 っ して ひけ をとらない。その多 くは産 業界 に完 全 に溶 け込 んでお

り、Gマ ーク も商 品性 と密着 す るよ うに なって来 て いる。

しか し、 それ で もなお、未 だID自 身 の社会 的立場 、産業 界 に果す役割 りに

つ いての 有効 性 の適確 な る極 め手 を欠 き、我 々が考 えて い る程 に一般 には理解

されて いない こ とも確 かであ る。従 って、IDが 更 に確 固 とした理 念 と方法 を

持 ち、 それに よ る有効 性 を追求す ることが叫 ばれて いるわけで あるが、果 して

何 が そ うさせ て い るので あろ うか。お そら くそこには様 々な要因が あ るだろ う

が、 その一 つ と して、ID又 はIDデ ザ イナー の持 っ意識 と企 業の意志 とのず

れが大 きな要因 と して あげ られ るもの と考 える。

(三)IDの 意 識 と企 業 意 志 と の ず れ

この点 につ いては常 にデザイナーが問題 にす る点 で あ るが、果 して我 々が、

悲壮感 を持 ち慨 嘆 す る程 、企 業意志 とのずれ を理解 して い るで あろ うかQ
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日本の産業 の生産性 や高度成長 につ いて は、鉄鋼 産業 等の基 幹産業 の発展 、

ラジオや テ レビの生産 第1位 、更 に自動車の生産 は既 に西独 を追 い抜 き、世 界

第2位 の地位 にの しあが る等、現象的 な面 でジ ャー ナリステ ィックにはよ く頭

の 中に入 って い るが、果 して それ らの企業集 団の 目指す方向 と、 その機能 、構

造 につ いて、 どれ だけ深 く理解 して いるかとな ると、は なはだおぼっ かない面

が多 い。

企業 はと もか く、何 ん らかの理念、意志 を持 った有機体 であ り、 これ を過小

評価 も、過大評価 も出来 ない。た だそこには一定 の機能 があ るのみで あ り、 そ

の本質 は、 なか なか明 らかには しに くい。 しか しその有機体 と しての行動 の結

果は、社会的 には あ らゆ る角度 か ら意義づ けるこ とは出来 る。例 えば一枚 のバ

ランス シー トは、端 的に その企業の成果 を株主 に対 して露呈 す る。 そのバ ラ ン

ス シー トが更 に正確 な もので あれ ば、 あ らゆ る成 果の要因が か くされ てお り、

その企 業の あ らゆ る意 志 を物語 って いると云 ってよい。 又更 に、深 く追求 すれ

ば、 その企業の 力即 ち、附加価値 生産性 、収益 力、或 いは生産 、販売 、労 務管

理等全て にわた る技術 力が内在 してお り、 それが明確 と なって来 る筈 で ある。

この よ うな角度 か ら見 ると、 企 業の意志 の結 果は非常 に複雑 で あ り、 企 業の

あ らゆ る機能 が そこに か らみ合 ってい ると云 って よい。 この よ うな有機体 と し

ての 全貌 を完 全 に捉 え るこ とは不可 能であ るが、 ただ云 えるこ とは それ らの機

能或 いは、 あ らゆ る技術 力が全て民主 的に調和 の とれ た もの では ない と云 うこ

とで あ り、 そこに全て の企 業の個性 が当然生 じて い る筈 であ る。製 品の技術 開

発 に於 てす ぐれ た企 業、販 売技術 に於 てす ぐれ た企業 、資金 運 用技術 に於 てす

ぐれた企 業等 自つ と個 性 その ものが表面化 して来 る。従 って それ はた だ単 に市

場 に於 け る製 品の 表面的 な現象 だ けで なく、企業意志 が深 く内在 して いる もの

であ り、デザ イナ ーが も し、 その渦 中にあ る場 合に は相 当の とま どいを憶 える

にちがいない。 そ う云 った、企 業に内在す る奥 深 さに気 をと られ、デザ イ ン意

志 を どう云 う方法 で展 開す るかと なると、思わず姿勢 が くず れ ると云 った結果
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に な り易 いのでは なかろ うか。従 って、 それ らをデザ イナー特有の感受性 で、

あ る一定の概念 にま とめ るか、又 は、反対 にそれ らの環境 か ら逃避 し、スペ シ

ャ リス トと しての安住 を求 め ると云 った姿 勢 が生れて来 るよ うに も思 う。

実 はこのあた りに、デザ イ ンの姿勢 と して最 も危険i生が あるよ ワに考 え られ

る。 その場 合に は、 ある固定化 された一定 の巾の 中でのデザ イ ン理 念、デザ イ

ン意志 によ って その行動 は規制 され、流 動 して行,く企 業意志 とのず れが益々大

きくなって い くよ うに思 える。

勿論 スペ シャ リス.トな らスペ シャリス トと して、 その職 能水準 の追 求は非常

に重要 な ことで あ り、企 業組織 の専 門細分化 の方向 に合致す ることには違 いな

いが、 デザ インの意 志 と しては、それでは果 して、 デザ イ ンが本来 目指す、「総

合化」 の理念 を どの よ うに展 開す るかと云 う立 地条件 が危 くな って来 る。

結局非常 に困難 な ことではあ るが、我 々はデザ イ ンと しての 高度 な専 門技能

の追求 と同時 に、企 業の意 志 を出来 る限 り深 く捉 え、デザ イ ンの持 つ総合化の

意志 を発揮 す ると云 う二段構 えの姿勢 をと らざるを得 な くなって来 る。又、 こ

の よ うな姿 勢で しか、IDの 有効性 を発揮 す ることは出来 ない と云 える。

1デザ イナーは本能 的 にク リエーターと してデザ イ ンと人 間社 会、都市 と文明、

更 に未 来学 の立場 と云 うよ うに文化学 的立場 か ら、 デザ イ ンその もの、更 に企

業 の ビジ ョンを豊富 に持 つ事 を習性 としてい るが、現 実 に自分 の生息 す る企 業

との対 話に於 て は企 業の コマー シャリズムo}み を大 き くクロー ズア ップさせ、

不本意 なが らと云 う姿 勢 をと りつつ も、希 望 を未来 に託 す と云 った貧困 な対 話

にな らざるを得 ない現実 が あま りに多す ぎるように思 えて な らない。特 に企業

内 デザ イナ ーが この点 につ いて最 も落 ち入 り易 い錯覚 で あ り、企 業内デザ ィナ

ー としての社会 的立場 を見失い勝 ちにな る点で あ ると云 いたい。

しか しなが ら、多 くの デザ イナーは決 っ して後 を向 いて い るわけでは な く、

前 向 きであ りなが ら、 ただ それ らの問題点 や意志 に明確 さ を欠 いて いるのが お

そ らく真相 で あろ う。但 し意志の不明確 な場 合 はその行動 は矢張 り、 その意識
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は、全て 「デザ イ ン」 が先行 し常 に 「デザイ ン対… …」 と云 う型 の不動 のデザ

イン理 念で 己れの城 を固 めて しまいが ちとなる。

その 間に も企 業意 志 はどん どん流動 してお り、 デザ イ ンの意 志 とのず れは更

に大 き くな る。

(四)組 織 に つ い て

従 って、企 業 に対 しIDが 主体 腔のあ る立場 を保 っ とすれ ば、 それ は極 めて

柔軟 な姿勢 で流 動す る企 業 を捉 え、 その中でIDの 客観性 を追 求す ると云 う多

次元的 な方程式 に な らざる を得 ない。これ らの点 を図式化す るな らば、 図のよ

うにな り、決 っ して、IDが 企業 と社会 、或 いは、科 学 と文化 との交点 であ る

と云 った単純 な一次 方程 式 ではあ り得 ない。

従 って、 その姿 はアメーバーの如 く、有機 的 にあ らゆ る対象 と結 びっ き、形

の上 では社会や企 業 の中 に埋 没 してお りつ つ も、 己れ 自身の主イ剩生を主張 しつ

づけ るエ ネル ギー体 の ような姿 であ りたい。 そこには現象的 な意味 での デザ イ

ンの公式 も組織 も存 在 しない。

-36一



デザインの組織 については、一般に自動車産業に見 られ るような中央集権制

の純スタッフ的立場、又逆 に、電機メーカーに多 く見 られ る品種別のライン的

形態、或 いは、両者の複合体の場合等に分類 されるが、たまたま、これ も現時

点に於 けるそれぞれの企業の性格、企業意志の反映であって、どれが正 しいと

云 う事は出来ず、企業意志に変動がある場合即座 にこれに対応するデザインの

組織 を作ってゆ くと云 う主体性のある行動 をむ しろ期待 したいように思 う。む

ろん、スタッフ的立場はデザインの城 を固め、統一性のあるデザイン意志 を発

揮するのに有利であると云えても、果 してそれがこの企業体の意志 を捉 えるの

にデザインとして有利 な立場かどうか極めて疑 問な場合が多い。それにもまし

て、企業に於けるス タッフとラインの関係程デ リケー トなものは無 く、その実

態は決っして単純 なものではないし、デザ イン自身が完全 にラインにな り得 る

性格のものではない筈である。云 わんや、比較的デザインに近 い職能である。

技術の分野等は現実の企業に於ては様々な組織形態 を持ってお り、1人デザイン

のみが特定の組織パター ンを描けるものでも決っしてない。

(五)企 業 の 意 志

もともと、企業又は事業め役割 とは最大利潤の追求であることは云 うまでも

ないが、更にその前提 になるのは、顧客の創造 であ り、又市場の創造であろう。

逆に云 えば顧客や市場 なしには企業の存在はあ り得ない。 ここに企業の社会的

存在としての意昧が初めて成立す る。従って生産のみを唯一の基本理念にす る

企業活動 はあ り得ず、従 って市場に対す る責任 は、企業の あらゆる部門で果 さ

れ なければならない。このあたりに企業のマーケ ッテ ィング活動と云 う概念が

成立する所以であり、それは市場に対 し、顧客 に対 し、巾広い対話 をもとに統

合 された個性 として、初 めて企業独自の個性 を発揮する。単に営業部門のみが

市場 との対話 を持っ場合には、そこには企業全体 として統合 された創造活動は

あ り得 ない。従 って、統合化の方向に対 し企業体の各機能が如何に志向するか
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に よって、企業 の意志 は決定 されて行 くと云 って もよ い。又別 の角 度 よ り眺 あ

ると、企 業の個性 は そのおかれてい る環境 、歴 史 的背 景、市場 の性 格、民族 性

に よって、非常 に強 い影響 を受 け る。米国 には米国 の又、 ヨー ロッパには ヨー

ロ ッパの企 業の 独 自の企業意志 があ り、これ を性急 に革 新す ることは困難 で あ

る。

例 えば米国の電化 製品 と日本のそれ を比 較すれ ば、 その内部機構 は別 と して

も、外観 上の品 質水準 には大 きなへ だた りが ある。製 品の塗 装の仕 上 り一 っで

も、 日本製 品は 米国製 に比べ ればまだまだ丹念 に仕 上 げ られて いる。又私が担

当す る扇風機 を例 に とると、米国の扇風機 は中問色の落 ち着 いた色 調の ものが

圧倒 的であ り、 日本 の よ うに、豪華 で且つ涼感 の ある ものは殆 んどない。(参考

迄 に米国の扇風 機 は今現在 も、年間 目本以 上の生産販 売 台数 を未だ に記録 して

お り、 クー ラー が完 全 にこれ にとって かわ る気 配は全 く無 い。但 しウ ィン ドー

タイプの大型 が主 で あるが。)この辺 に も米 国の企 業 とその背 景で あ る民族性 が

日本型の派手 な商品 を志 向 しない独 自の意志、思想 を感 じとれ る。 この ことは

自動車の場合 とは異 るにせ よ、又電 化製品 の製 品 ライフルに対 す る思想 が 日本

と、米国で可 成 りの差 があ ると して も、それ は それ な りの独 自の思想的背景 が

あ ると云 って よい。 フオル クス ワーゲ ンと米国 車 を比 較すれ.ば更 に この点 は明

確 であ り、両 者の企挙意志 の表現 の差 異は はっ きりと して来 る。

この ように、 それ ぞれ の企 業があ る特定 の個 性 を発揮 して い るわ けだ が、 し

か し、これが 常 に不変 の個性 であ るわ けで はない。企 業 と してのフ ォル クス ワ

ー ゲ ンが
、又、EEC市 場 その ものが徐々 に変貌 しっつ あるよ うに、或 いは、

米国 のワール ドエ ンター ナライズが、時 に はイ ンターナ シ,ヨナ ルに、又逆 にナ

シ ョナ リズム を背景 に、極 めてエネ ルギ ッシュに世 界市場 を席巻 しっつ ある現

実 を見れ ば、如何 に企 業の個性や意志 が有機 的 であ るかが わか る。っ ま り、企

業 とは常 に新 しい市場 を創造 し、且 っ 「革新」 を求め て行 く本能 を持 ってお り、

常 に経済的効率 を発揮 すべ き義務 を背負 い なが ら、 自分 自身 の個 性 をも乗 り越
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えて行 く。 その革新 の 表現 は あらゆ る様相 を呈 す るが、.もっと も身近 か な姿 と

しては、 それ は新 製品 の開発 であ り、新 しい販 売政策 で あ り、 又宣伝政 策等 に

よる市場 への攻撃 の姿勢 に よって あらわれ る。

(六)企 業 意 志 と デ ザ イ ン の 関 係 。

新製 品 を発売 す るこ とは新 しい需要家 の創造 活動の 最 も典型 的 な姿 で あ り、

この次元 に於 てデザ イナー との関係 ば最 も密着 してい る。 しか し、企 業の 「革

新」 は単 に新製 品の開発 や、技術革新 のみ な らず、 その販 売政策 、価格政 策 そ

れ 自身 によって もその 目的は達 成 され得 る。む しろ、 現実の姿 は この ような価

格政 策や、品質 や、流通対 策等に よって、新需 要 の開拓 が達成 され るケースが

非 常に多 い。 たまた ま、あ る商品が非常 にヒッ トし、且っ その デザ イ 冫がす ぐ

れた もので あって も、実 は その価格政策 によ る対販 売 店戦略 が効 を奏 したので

あって、マーケ ッテ ィング活動 の中に於 け るデザ イ ンの 占めるウェイ トはほん

の わず かで あると云 ったケ ースは無数 にあ る。仮 りにぐデザ イナー が その商品

を通 じて、生産 性 、コス ト、販売政策又 、エ ン ドユー ザーへの配慮等綿密 な計

算 がそこに なされ てい たと して も、 そこに同時 に他 の機能 が全 く異 る次元 の意

志 をその商品性 の上 に適確 に捉 えているか も知 れ ない。つ ま り、商品 には企業

の あ らゆ る関係 機能 が、 それ ぞれの思 い をそこに昇華 させ て いるの であ り、そ

の段階 ほす でに製 品企 画 に基 く約束 され た次元 を越 えて しまって いる。

以上 は非常 に卑 近 な例 で あるが、 ともか く、 マーケ ッテ ィング活動 に於て企・

業の各機能 はあ らゆ る意志 を持 ってお り、 これ にデザ イ ンが どう云 う姿 勢 で主

体 性を持 ち得 るかによ って、その結 果は非 常に異 って来 ることは明 らかであ る。

又利害 の反す る機 能 に対 し積 極的追求が な く、逃避 の姿 勢 に なると矢張 りデザ

イ ンのスペ シャ リス トと しての城 に安住 せ ざるを得 な くな る。 しか し積極 的追

求 とは云 え現実 の デザ イナーが、 ともすれば、何 んで も屋 、便 利屋 に な り勝 ち

な弊害 も無視す ることは出来 ない。 これ らの か らく りを理 解 していて も、 あ ら
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ゆる面 に多角 的 に神経 を使 う結果、焦 点が ぼけ ると云 った 自己無盾 を ど うして

も起 こ しやす い。従 ってデザ インの意志 も他 の機能 に対 す る働 きかけが中途 半

端 とな り、 デザ イ ンの意 志は デザ イ ンと して、「こ うあ りた い」 と云 う願 望の次

元に終 って しま うこ ととなる。 しか しなが ら、 デザ イ ンが、完全 なスペ ヤ リス

トに もな り得 ず 、又便利屋 におわ りた くないな ら、矢張 り、デザ インと しての

明確 な姿 勢 を示 さなければな らない。 この ため には徹底 して企業の各機能 を理

解す ること も一 っの方法 であ り、又信 頼性 を確保 して行 くた めの姿勢 に違 いな

いo

勿論これ らの ことは、企業内のすべてのデザイナーに要求されるわけではな

く、又デザインがプロフゴッショナルな造型専門家としての機能 を充分に果 し

ていることを前提にしてのことであり、これは企業全体 としてのデザインの機

能及び水準を意味 している。従って組織に関 して も、先に述べたように意匠係

が意匠部にな り城を築いたからと云 ってそれでデザイ ンの機能が充分発揮出来

るわけでもない。問題は企業の他の機能と如何に結びっ くかにあり、それに有

利な組織パター ンは公式化出来るものではない。逆に云 えば、デザインの理想

的意志 を持 った経営者ただ1人 で、その下の職人的デザイナーが、その経営者

の思想 を忠実に再現すれば、最も効率は高いかも知れない し、又それに近い企

業 も現実に存在する。

従 って、企業デザインの理想的形態 も、それぞれの企業にさって独自o>形態

となるのが当然であ り、他の職能(例 えば、技術 な り、営業)に 於て、こうあ

らねばならないと云 う特定の組織パ ターンカ嘸 いのと同様である。我々はこの

意昧で決 っして自意識過剰になってならないと云 えるし、又企業が利潤の追求

をはか り、っまるところ顧客の創造 に前進す るとすれば、デザインも、最も有

効性のある手段で、顧客の創造のための機能 を発揮 しなければならない。っま

り、従来の 「デザインによる経営」 と云った概念でなく、デザインの機能 を理

想的に発揮 させ る意味でむ しろ 「経営デザインの時代である」 と云 った言葉で
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これ を表現 したい。

例 えば、私 の属 す る企 業 の一先輩 デザ イナ ーは現 に工場長 と して工場運営 に

あた って お り、その動 きは矢張 りデザイナー と しての本 質が色 々な形 で反映 し

てい る。更 に云 えば、数字 に明 るいデザイナーが企 業の経理 部門 に属 し、デザ

イ ン的視野 か ら企業 の経理 に対 して働 きか けて も決 っ して可笑 しくない し、又

企 業の長期計 画や将 来 の生 産品種 に対す る設備投 資、 資金 運用面 で、デザ イ ン

特有の理 念 を主張 す るこ とも可能 な筈 であ る。

む しろ、 そ う云 ったあ ま りに も企業 に密着 した次元 か ら、逆 に 「デザ イ ン」

を美学 的 に捉 えて行 くた めの契機 が導 き出 されて来 るか も知 れ ない。非常 に逆

説 的表現 であ るが、 こ う した角度 か ら将来 の企 業 デザ イ ンの一つの ビジョンが

見出 され るよ うな気 がす る。

ともか く、企 業 のデザ イ ンは、企業 と有機的 につ なが りつつ 、且 っ、企 業の

長期 計画 が常 に修 正 を加 えられ なが ら前進 して い くよ うに、常 に、変化 や革 新

に対 応す る柔 軟 な姿勢 を と りつつ、将 来の デザ イ ンの ビジ ョンを志 向す る強 い

意志 を持っ ようにあ りたい ともの と考 える。

●
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